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　大阪大学大学院工学研究科応用化学専攻の明石満教授研究室で開発された三次元（３Ｄ）細胞複合組織を、簡便かつ短
時間に形成する研究成果（特許出願済）を事業化。2014年11月には，欧州ライフサイエンス市場開拓ミッションに参加しＢ
ｉｏＥｕｒｏｐｅにて販促活動を実施。2015年4月より大阪大学大学院生命機能研究科に「ビルディングブロックサイエンス（積
み木（ビルディングブロック）を組み立てる要領で、細胞を操り、生体組織の構築すること）」に関する共同研究講座を開設し、
更なる知的財産創出に拍車を掛ける努力をしている。

　大阪大学産学連携本部と連携し知財戦略を実行している。構想ではあるが、大阪大学産学連携本部内に特許群を一括管
理できるようなプラットフォームの構築を検討している。また，社内体制の整備強化のため、関西バイオビジネス研究会の支
援（例えば、専門家によるビジネスプラン作成支援等）を活用していく等、知的財産の取組に関して、社内リソースで不十分
なところは、外部リソースを積極的に活用していく予定である。

　バイオ分野にて事業化、成功するためには、多岐にわたる特許を創出・活用し、迅速に製品を市場投入する事業立ち上げ
が必須である。これはベンチャー単独では困難を極めるので、特許管理を含む全て経営戦略を、アカデミアとの連携や、関連
企業との連携（戦略的提携）を研究開発当初から検討することが重要と思われる。また専門的人材を雇用することが出来る
様な資金計画があるとベストである。

知的財産の創出や活用に関する取組

起業を目指す人への知的財産に関するアドバイス

知的財産活用事例

医薬品、医薬部外品、健康食品、医療機械器具および医療用材料、ならびに環境保全を含む原材料に関する事業
①研究技術開発
②研究開発支援の受託
③研究開発に関するコンサルタント
④輸入および製造販売
⑤環境保全に関するバイオテクノロジー事業
⑥前各号に附帯する一切の業務
※三次元生体組織事業
三次元細胞構築技術を用いた
創薬スクリーニング
・安全性評価用モデルの販売と
　ソリューション提供

第2章　バイオベンチャーの知財取組事例


